
平成 24 年 3 月

相 模 原 市

相
模
原
市
公
共
施
設
白
書

平
成
24
年
3
月

相
模
原
市

相模原市公共施設白書相模原市公共施設白書



はじめに

　昭和29年の市制施行以後、本市は高度経済成長を背景に急速に都市化が進み、
特に昭和40年代から50年代前半には、全国でもまれに見る人口急増を経験し
ました。
　当時は道路や下水道などの都市基盤の整備とともに、小・中学校の施設整備
に追われ、インフラや施設の建設費が予算の半分を占めていました。
　その後も行政サービスの広がりとともに、スポーツや文化、生涯学習、産業
支援など、その時々のニーズに沿った活動の拠点となる体育館やホール、公民
館など多様な施設を整備してきました。
　また、平成18・19年の津久井地域との合併に伴い、4つの町のそれぞれ異な
る歴史・政策のもとに建設された公共施設を引き継ぎました。
　これらは、やがて更新が必要となる時期を迎えますが、現存する施設をすべ
て建て替えるとなれば、相当な費用が必要となり、その財政負担について、今
から考えておく必要があります。
　また、少子高齢化など、社会の変化とともに住民ニーズも変わっていきます。
　今の施設が真にニーズを満たすものであるかどうか、民間との役割分担も含
めながら、必要に応じてあり方を検討していくことが求められます。
　一方で、本市は首都圏南西部の広域交流拠点都市として、これからも飛躍的
に発展することができるポテンシャルを有しています。人口もしばらくは増加
傾向で推移することが見込まれていることから、新たなニーズにこたえる必要
もあります。
　これらの状況を踏まえ、平成23年5月に「相模原市公共施設マネジメント取
組方針」を策定し、持続可能な都市経営など3つの基本的な視点や推進方策、
スケジュールなどについて定め、全庁的な取組みを進めることとしました。
　この白書は、その第一歩として、市民の共有財産である公共施設の現状につ
いて、配置状況や利用状況、管理運営コストなど様々な視点から分析するとと
もに、更新・改修の将来コストの試算なども行うことにより、今後の施設配置
のあり方や維持改修コストの平準化、有効活用などを定める「（仮称）公共施設
の保全・利活用基本指針」を策定するための基礎資料として作成しました。
　本書が、市民の皆さまにとりまして、公共施設について考えていただく契機
となれば幸いです。

平成24年３月　



相模原市公共施設白書について

1　対象施設
　本書では、道路、橋りょう及び上下水道等のインフラ施設や公園を除いた建
築物、いわゆる「ハコモノ」を対象とし、市が保有する建物に限らず、民間ビル
に入居している施設やリース建築物による施設も含めて平成23年4月現在の状
況をまとめました。ただし、倉庫や公衆トイレなどの小規模施設等は除いてい
ます。
　また、試算に当たっては、「新・相模原市総合計画」の実施計画での位置付け
等にかかわらず、新たな施設は試算の対象とせず、本書の対象施設のみで将来
コストを試算しています。

2　用　語
　本書では、同じ用語であっても掲載箇所によって下記のとおり使い分けを
しています。同種の施設間でコスト比較等をするに当たり、恒常的なコスト
のみで比較するため、４章では改修工事費を除いた額としています。
○維持管理費：改修・修繕にかかるコスト（修繕費、改修工事費）とランニン
　　　　　　グコスト（光熱費等、建物や土地にかかる賃借料等）の合計
○支 出 額：維持管理費、事業運営費に、指定管理料、人件費を合計した額
○減価償却費：建物の取得費用を、建物を使用する期間で除した額
○フルコスト：支出額に減価償却費を加えた額

3　その他
　⑴　施設分類について
　　本書の作成に当たり、対象施設を独自に分類しています。（例：「行政系
施設」など）この分類は、本書における分析の視点から行ったものであり、
一般的な公共施設の分類を示すものではありません。

　⑵　コストの把握について
　　施設所管課を通じて、決算データに基づき、施設ごとのコスト把握を行っ
ています。ただし、複数施設の保守管理委託を一括発注しているなど、施
設単位でコスト把握ができない例もあります。こうしたケースについては、
該当する施設ごとに面積按分するなど、コストを把握するための一定の整
理を行っています。

　⑶　端数処理について
　　表や図で使用されている数字は、端数処理の関係で、その合計が合わな
い場合があります。

　⑷　人件費について
　　人件費は平均給与額（非常勤職員等の賃金も含む）を基に計算しています。
　　人件費の県負担分には一部の施設では、国負担分が含まれています。
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市の概況
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❶まちづくりの基本単位

 

ア 現状の土地利用
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❷市域面積
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❸土地利用状況

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

第
１
章　
相
模
原
市
の
概
要

6



 

❶総人口

ア 市全体の将来推計人口

 

人口動向2
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❷年齢3区分別人口
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❶地区別の将来推計人口

イ 地区別の人口動向
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❶財政規模

ア 歳入・歳出

 

財政状況3
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イ 基金及び市債残高の推移
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ウ 財政指標の状況
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ア 地域状況

イ 人口動向
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相模原市の公共施設
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本書の対象施設と分析の視点
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イ 分析の視点
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公共施設のサービス状況2

ア 公共施設の整備数量

イ 施設分類別数量

❶大分類別に見た施設数量
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❷小分類別に見た施設数量
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ウ 公共施設の配置状況

❶区別の配置状況
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❷地区別の配置状況

第
２
章　
相
模
原
市
の
公
共
施
設

32



第
２
章　
相
模
原
市
の
公
共
施
設

33



公共施設のストック状況3

ア 建設年度別分布
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❷市保有施設全体の状況

イ 耐震診断・改修実施状況

❶市耐震改修促進計画における取組み
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ウ 改修実績
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エ バリアフリー化の状況

❶市保有施設全体の状況
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❷施設分類別の状況
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公共施設の管理運営状況

ア 維持管理の実施状況

4

❶点検等の実施体制

❷維持管理における課題
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イ 指定管理者制度の導入状況
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公共施設のコスト状況

ア 年間支出の状況

5

❶公共施設全体に要する費用
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❷公共施設サービスのフルコスト
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❸公共施設の管理運営に要するコスト
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イ 施設分類別に見た管理運営に要するコスト
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ウ 施設使用に要する市の負担額

❶直営施設の市の負担割合
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❷指定管理者制度導入施設の市の負担割合
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公共施設における主要課題の抽出

ア 課題検証の着眼点の抽出

6

❶サービスの必要性

❷サービス提供の継続性

❸サービス提供の効率性
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イ 分析の視点

❶必要性の視点
　a．施設の配置・サービス水準

　b．少子化対応

　c．高齢化対応
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❷継続性の視点
　a．将来コストの明確化

　b．建物性能の確保

❸効率性の視点
　a．管理運営の効率性
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　b．受益者負担

　c．遊休資産の有効活用
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将来コストの検討
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将来コストの検討
第３章

将来の更新・改修コスト1

❶更新コストの考え方
a．更新単価の設定

ア 試算条件の設定

※1
※2
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b．解体費用の設定

c．耐用年数の設定
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❷改修コストの考え方

a．改修単価の設定

b．改修サイクルの設定
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❶整備実績

 

イ 将来コストの試算
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❷更新費の試算結果
a．更新費の総額
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b．更新費の内訳

 

 

 

❷更新費の試算結果
a．更新費の総額
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❸改修費も含めた将来コストの試算

第
３
章　
将
来
コ
ス
ト
の
検
討

62



将来コストが財政に及ぼす影響2

❶補助率

ア 試算条件

❷市　債

金利、借入期間等

市債の充当率
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❶将来も保有できる施設量の試算

5

イ 全量保有した場合の償還計画
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❷更新・改修に対応した起債に伴う公債費の発生見込み

第
３
章　
将
来
コ
ス
ト
の
検
討

66



❸新たな起債が財政に及ぼす影響
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施設分野別の分析
第 4 章



施設分野別の分析
第４章

1[ 1] 
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施設の配置・サービス水準1

ア サービス圏域
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≪分析の観点≫

≪本章の図表に関する留意事項≫

イ 「地域施設」のサービス水準に関する分析
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❶行政系施設

　a．施設の目的・機能
ⅰ．総合事務所

ⅱ．まちづくりセンター

ⅲ．出張所

ⅳ．連絡所
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　b．建物の状況
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　c．施設の配置状況
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　d．現在の利用状況及び将来ニーズ
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　e．まとめ
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❷集会施設
　a．施設の目的・機能
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　b．建物の状況
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　c．現在の利用状況及び将来ニーズ
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　d．まとめ
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❸公民館等
　a．施設の目的・機能
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　b．施設の配置状況
ⅰ．政令指定都市との比較
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ⅱ．市内での比較
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　d．稼働率　c．現在の利用状況及び将来ニーズ
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　d．稼働率

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

93



　e．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

94



❹診療所
　a．施設の目的・機能

　b．建物の状況

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

95



 
 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

96



　c．現在の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

97



　d．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

98



❺消防施設
　a．施設の目的・機能
ⅰ．消防署所

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

99



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

100



ⅱ．消防団施設

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

101



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

102



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

103



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

104



 
 

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

105



　b．配置状況

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

106



　c．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

107



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

108



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

109



❶広域施設の利用状況

[まとめ]

ウ 「広域施設」のサービス水準に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

110



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

111



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

112



❷文化会館、図書館、スポーツ施設の設置状況

a．文化会館
ⅰ．概要

 
 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

113



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

114



ⅱ．政令指定都市との比較

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

115



ⅲ．現在の利用状況及び将来ニーズ

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

116



Ⅳ．まとめ

 

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

117



b．図書館
ⅰ．概要

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

118



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

119



ⅱ．政令指定都市との比較

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

120



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

121



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

122



ⅲ．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

123



c．スポーツ施設
ⅰ．概要

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

124



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

125



ⅱ．政令指定都市との比較

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

126



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

127



ⅲ．現在の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

128



ⅳ．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

129



❸自動車駐車場の利用状況

 

 
 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

130



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

131



少子化対応2

❶小学校
a．概要

ア 少子化対応に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

132



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

133



 

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

134



b．建物の状況

c．現在の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

135



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

136



d．施設の配置状況
ⅰ．政令指定都市の比較

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

137



ⅱ．小学校1校当たりの地区面積

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

138



ⅲ．児童1人当たりの延床面積

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

139



e．コスト

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

140



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

141



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

142



f．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

143



❷中学校
a．概要

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

144



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

145



b．建物状況

c．現在の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

146



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

147



d．施設の配置状況
ⅰ．政令指定都市の比較

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

148



ⅱ．中学校1校当たりの地区面積

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

149



ⅲ．生徒1人当たりの延床面積

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

150



e．コスト

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

151



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

152



f．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

153



❸保育所・幼稚園
a．施設の目的・機能
ⅰ．保育所

ⅱ．幼稚園

b．概要

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

154



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

155



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

156



c．建物の状況
ⅰ．保育所

ⅱ．幼稚園

 
第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

157



d．現在の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

158



e．施設の配置状況
ⅰ．政令指定都市との比較

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

159



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

160



f．まとめ

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

161



❹幼児・児童施設
a．施設の機能･概要
ⅰ．児童クラブ

ⅱ．こどもセンター

ⅲ．児童館

ⅳ．放課後子ども教室
第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

162



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

163



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

164



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

165



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

166



　b．建物の状況

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

167



　c．現状の利用状況及び将来ニーズ
ⅰ．児童クラブ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

168



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

169



ⅱ．こどもセンター

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

170



ⅲ．児童館

ⅳ．放課後子ども教室
第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

171



　d．施設の配置状況
ⅰ．配置状況

 
 
 
 
 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

172



ⅱ．市内地区別の比較

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

173



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

174



　e．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

175



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

176



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

177



高齢化対応3

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

178



❶老人福祉センター等
a．施設の目的・機能

ア 高齢化対応に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

179



 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

180



b．建物の状況

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

181



c．現状の利用状況及び将来ニーズ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

182



d．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

183



❷デイサービスセンター
a．施設の目的・機能

b．現状の利用状況及び将来ニーズ

c．まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

184



❸高齢者能力活用施設、シルバー人材センター
　a．概　要
ⅰ．高齢者能力活用施設

ⅱ．シルバー人材センター

　b．まとめ

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

185



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

186



 

建物性能の確保4

ア 中期的に発生が見込まれる将来コストの分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

187



 

❶行政系施設

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

188



 

❷スポーツ・レクリエーション系施設

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

189



 

❸市営住宅

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

190



 

❹学校教育施設

 

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

191



 

❺まとめ

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

192



 

イ 耐震性能の確保に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

193



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

194



 

ウ バリアフリー化の状況に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

195



 

管理運営の効率性5

ア 維持管理の効率性に関する分析

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

196



 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

197



❶借用施設の概要

 

イ 賃借料に関する分析

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

198



 

❷まとめ

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

199



　　
　❶直営施設の受益者負担割合

受益者負担6

ア 受益者負担に関する分析　

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

200



　　❷指定管理者制度導入施設の受益者負担割合の試算

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

201



　　❸同種施設の中で受益者負担の有無がある施設

 

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

202



　　

 

遊休資産の有効活用7

ア 跡地に分類される施設　

第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

203



第
４
章　
施
設
分
野
別
の
分
析

204



課題のまとめと必要な取組み
第 5 章



課題のまとめと必要な取組み
第 5 章

今後の公共施設マネジメントの枠組み

 

1

 

 

 

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

206



❶公共施設の再編・再配置
　a．存続・見直し施設の明確化

　b．再編・再配置の方針提示

今後の公共施設マネジメントに必要な取組み

 

2

ア  「施設サービスの適正化」に必要な取組み

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

207



❶建物の長期保全の仕組みづくり
　a．施設全体として効果的な維持管理を行う手法の検討

　b．長期修繕計画の検討

　c．財政計画との連携手法の検討（長期修繕計画の実現性確保）

 

イ  「継続保有する施設のマネジメント」に必要な取組み

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

208



❷施設の管理運営手法の見直し
　a．施設利用促進の検討

　b．施設管理運営の効率化検討

　
　c．事業運営の効率化検討

　d．受益者負担／税による負担の適正化検討

　e．新たな事業手法等の検討

 

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

209



❶廃止施設の利活用計画策定
　a．行政需要の検討

　b．廃止施設の利活用計画策定

 

ウ  「廃止する施設のマネジメント」に必要な取組み

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

210



❶組織・人員体制の見直し
　a．建物の維持管理を効果的に進める体制の構築

　b．施設の再編を効果的に進める体制の構築

❷情報の一元的管理
　a．基本的なデータベースの構築

　b．既存システム等との情報共有

 

エ  「公共施設マネジメントの環境整備」に必要な取組み

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

211



❸新たな財源確保・資金調達の仕組みの検討

❹全庁的な資産マネジメントの方針検討

 

第
５
章　
課
題
の
ま
と
め
と
必
要
な
取
組
み　

212



資   料   編



❶持続可能な都市経営
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